
投影・座標系の変換、変更とジオメトリー計測値 
特に面積について。



data06フォルダー内のshpファイルから以下のMAPを作成

プロパティから

watershedの空間参照システムは緯度経度系のwgs84



watershedのジオメトリー情報面積を属性フィールドへ



watershedの空間参照システムをUTM52に変更後

次に、ジオメトリー情報を属性情報に取り込む



ジオメトリー情報面積が大きく変化 マップ表示の空間参照
システムは変更してい
ない。



watershedの空間参照システム
を日本平面直角15系に変更後、 
ジオメトリー情報面積を属性情
報に取り込む。

watershedの空間参照システム
の変換が、ジオメトリー情報に
影響を与える。



map表示の地理参照システムを緯度経度からUTM52に変更

watershedの属性情は
変化しない



マップ地理参照システムをUTM52のままで 
ジオメトリー情報を属性情報に取り込む

UTM52のジオメトリー情報となるが、 
データはwgs84緯度経度のままである。



地理座標系（緯度経度系）データ

位置座標数値は度単位

距離や面積は、 
度や度2

X
位置座標数値を 
m単位に変換

距離や面積は、 
mやm2

座標変換にマップ表示 
の空間参照システムを利用

投影座標系（m単位）
データ

位置座標数値はm単位

距離や面積は、 
mやm2

マップ表示の空間参照シス
テムが地理座標系の場合は
正方形図法となる。



shpファイルの座標数値はそのまま、空間参照システムだけを変更
空間参照システム設定ミス修正に利用

watershedプロパティより、空間参照システム設定を変更



watershedレイヤー表示が移動

このwatershedレイヤーを名前をつけて保存する



watershedを名前をつけて保存

変更しない

watershed_TOKYOは位置座標の数字はそのまま、 
空間参照システムだけが変更されたデータとなる。



watershedはwgs84に戻す。
マップ表示は正常位置に戻る。

watershed_TOKYOとwatershedはズレる。

watershedはwgsに戻さなくてもファイルデータ自体はwgsのまま


